
自己を高める評価力の育成をめざした体育科授業

一第4学年「開脚前転を中心とした連続技」の実践を通して-

岡　本　秀　隆

1.研究の目的

これまでの個が生きる体育科授業の評価の研究で,一・人一人の児童が生涯にわたって運動に親し

むには,主体的に学習に取り組み,各種運動技術のポイントや習得の仕方が「わかり」,運動が

「できる」喜びを味わわせることが大切であると考え,課題解決的な学習過程の構成や評価のあり

方を究明することに努めた。

そして,「学習のめあてを持つ(把握する)場」「自分なりの解決の考えを出し合って練習する場」

「学習状況を学習のめあてに照らしてふり返る場」を構成することが重要であることが明かとなっ

た。また,学習状況をふり返る場で学習状況をただなんとなくふり返るだけ,次のめあてを持てず,

次の活動に意欲をしめさない児童が見られた。そこで,本年度は,「開脚前転を入れた連続技」の

学習における学習状況をふり返る場で,新たなめあてを持って次の学習につなげていくことができ

るような自己を高める評価力を育成する指導のあり方の研究を進めて行くことにした。

2.研究の仮説と検証方法

(1)研究の仮説

学習状況をふり返る場で,新たなめあてを持って次の学習につなげていくには,「学習のめあて

を把握する場」「自分なりの解決する考えを出し合って練習する場」「学習状況を学習のめあてに照

らしてふり返る場」において自己評価力を高めることが必要である。そこで,次のような研究仮説

をたてた。

仮説1

学習のめあてを把握する場で,学習のめあてを解決する考えが持てたかどうかを自己評価

をさせたならば,児童は,見通しを持って活動するであろう。

仮説1は,児童が主体的な学習の取り組みをするには,学習のめあてを解決する考えや見通しを

持つことが大切である。そこで,示範の観察によって学習のめあてを把握し,各自の試行によって

解決する手だてを考え,自分の考えが持てたかどうかを自己評価させる。

仮説2

学習のめあてを追求する場で評価観点をもとに自己評価をさせたならば,児童は,主体的

な活動が多くなり,「わかる・できる」喜びを味わうことができるであろう。

仮説2は,一人一人の児童が運動の「わかる・できる」喜びを味わいながら意欲的に取り組むに

は,評価観点に基づいて自己の動きや態度を自己評価することが大切である。自己評価を促すには,

教師を含めた他者評価を肯定的にすることが大切である。

仮説3

学習状況のふり返りの場で評価基準をもとに学習の取り組みや技能のできはえを自己評価

させたならば,児童は,新たなめあてや次の活動につなげていくことができるであろう。
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仮説3は,授業の終末段階で学習の取り組みや運動技能のできはえを提示された評価基準をもと

に自己評価すると,新たな具体的なめあてを設定することができると考える。

(2)検証方法

研究仮説に対する検証は,広島大学附属東雲小学校　第4学年2組の「開脚前転を入れた連続技」

の9時間の授業実践を通して行った。分析は,児童の毎時間記入した自己評価カードや第二次の第

2時のVTRによる授業記録や抽出児12名の行動観察や事前・事後の意識調査等を中心に行った。

3.実践例　第4学年　単元「開脚前転を入れた連続技」

(1)指導にあたって

(丑　単元について

マット運動は,マットの上で各種の回転・倒立・ジャンプ・ノミランス等の技を入れて身体表現を

楽しむ運動である。また,自己に応じた技に挑戦し,その技を達成した時に喜びを味わうことがで

きる達成型の運動である。開脚前転を入れた連続技は,開脚前転の技の獲得とともに他の技と組み

合せて表現する喜びを味わわせたい。また,技のできはえは,グループでの教え合いによることが

大きいことから,かかわり合いのある学習集団の育成に適していると考える。

一人一人の児童が自己を高める評価力を高めるには,児童の実態をふまえて主体的に取り組み,

運動の楽しさや喜びを味わうことができる授業構成や自己評価の手だてが必要である。

そこで,次の3点に留意して授業構成をすることにした。

(ア)マット運動に対する児童の興味・関心は,67%の者が好き,28%の者がどちらでもない,5

%の者が嫌いと答えている。好きな理由は,「いろいろな技ができる。」「できない技ができるよ

うになる。」等である。また,嫌いな理由として,「技がうまくできない。」「首がいたい。」等を

あげている。前転は,78%ができる。11%がなんとかできる。11%ができない。後転は,34%が

できる。37%がなんとかできる。29%ができないと技能に大きな個人差がみられる。連続技の学

習経験は,初めてである。マット運動の学習に対しては,「いろいろな技ができるようになりた

い」「教え合って仲良く練習したい。」と高い意欲を示している。しかし,お互いの運動を見なが

ら教え合って学習するという態度は,十分といえない。

(イ)学習過程は,「学習のめあてを設定する場」→「集団思考によって学習のめあてを追求する

場」→「達成状況をふりかえる場」という評価活動を含めた学習過程を構成した。そして,一人

一人が先の学習過程の中で自己理解と学習を深めるために「めあての持ち方」「集団でお互いに

教え合って学習に取り組む態度」さらに,「めあての達成状況」について自己評価活動を行わせ

ることにした。

(ウ)自己評価活動を効果的に行わせるために,次のような学習の取り組みや運動技能のできはえ

の評価基準を設定した。

表1学習の取り組みの評価基準

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

めあてを持って取り組むことができなかった。

めあてを持って取り組むことができた。

めあての解決のしかたを考えることができた。

友達と教え合ったりして練習をすることができた。

めあてのできはえをふりかえり,新しいめあてを持つことができた。
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表2　運動技能の評価基準

単　技

前転 ・後転 開脚前転 ・開脚後転

で きはえ 1 まわ って起 き上がることがで きない。

で きはえ 2 なん とか起 き上がることがで きる。

で きはえ 3
手でからだを ささえながらまわ って

起 き上がることができる。

できはえ 4

まっす ぐまわ っ まっす ぐまわ り,

て, 起 き上がって ;ひ ざを伸ば して起

とまることがで き :き上が って, とま

る。 :ることができる。

連続技

で きは え 1
一つ一 つ技 が うま く

で きな くて, とぎれ る。

で きは え 2

一つ一 つ の技 はで き

るが , 連 続 がで きな く

て とぎれ る。

で きは え 3

一 つ一つ の技 が正確

で連続 技が なめ らか に

で きる。

②　指導目標

1　グループで互いに教え合い,励まし合って運動ができるようにさせる。

2　膝を伸ばして脚を大きく開くことや手をつくタイミングがわかり,開脚前転ができるように

させる。

3　技の組み合せ方やつなぎ方がわかり,開脚前転を入れた連続技を自己の能力に応じて工夫し,

できるようにさせる。

③　指導計画(全9時間)

第一次　運動の内容や方法を理解させ,自己の能力に適しためあてを

設定させる。

2時間

第二次　開脚前転の回転してからの手をつくタイミングがわかり,脚……………　3時間

を大きく開いて起き上がることができるようにさせる。

第三次　技の組み合せ方やつなぎ方がわかり,開脚前転を入れた連続

技ができるようにさせる。

第四次　　開脚前転を入れた連続技の発表会をさせる。

(2)指導の実際

3時間

1時間

①　本時の目標(第二次　第2時)

・起き上がるときの手をつくタイミングがわかり,開脚前転ができるようにさせる。

・友達の手をつくタイミングを見合い,教え合って練習ができるようにさせる。

②　評価の観点

関心 ・意 欲 ・態 度 友達 の手 をつ くタイ ミングを見 合 い, 教 え合 って練習 が で きる。

思　 考 ・ 判　 断
開脚 前転 が で きるには, 手 を足 と同時 につ いて起 きる こ とが 大切 で ある

こ とに気づ くことが で きる。

運　 動　 の　 技　 能 起 き上 が る ときに手 と足 を同時 につ い て, 開脚 前転 がで きる。
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③　学習過程と児童の反応

(ア)学習のめあての把握の場

学　　　 習　　　 過　　　 程

1

1

2

l

3

4

l 。

5

準　 備　 運　 動　 を　 す　 る。

1
1　　　　　　　　　　　　　　　　 1

[亘 車 重亘 ] l各 自の単技 ・連続舶

l　　　　　　　　　　　　　　　 l
l

本時 の共 通のめあてを確認す る。

l
手をつ くタイ ミングを足 との関係 で示範 l

i
l 各 自の試技 ・思考 l

】
集団思考 (観察 ・思考) l

l
手 をつ くタイ ミング 】

l足が マ ッ トにつ くと同時 に手をつ く l

l
各 グループで足 がマ ッ トにつ くと同時 に手

をつ いて開脚前転 がで きるよ うに練習す る。

l
1 異質 グループ l

l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】

各 自に適 した　 】手 をつ くタイ ミング 1

練習場所　　　　 1

1
本 時 の　 ま　 と　め を す る。

1
l　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　 I

技 ので き　　　 学習の　　　　 次時 の

まえ　　　　　 しかた　　　　 め あて

l　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　 l
l

整　 理　 運　 動　 を　 す　 る。

M子が発見した開脚前転のできるポイントは,足を

伸ばしてしっかりひらくことと手をつくタイミングで

あることを紹介した。そして,開脚前転の示範を観察

させながら手をつくタイミングは,足がつくと同時か,

それとも後かを予想させた。多くの児童は,「手をつ

くタイミングは,足がつくと同時である。」と反応を

示した。本時は共通な学習のめあては,「手をつくタ

イミングがわかり,開脚前転ができるようになる。」

ことであることを提示した。

さらに,「本当に手をつくタイミングは,足と同時

か,それはなぜか。」と発問し,各自に合った練習場

所(①マットの上に小さなマットを置く。②マットの

下に踏み切り板を入れて傾斜をつける。③マットの角

を利用する。④平らなマットの上で。)で試行させ,

その理由を考えさせた。

手をつくタイミングは,開脚前転ができている児童

の観察や話し合いで足をつくと同時であることを確認

した。その理由はなかなか見つけることができなかっ

たが「おしりが上がりやすい」と考えられた。

(イ)学習のめあてを追求する場

異質グループに分かれ,各自に合った練習場所で

「手は,足と同時について起きることができているか」を評価観点として相互評価しながら練習を

行わせた。児童は,友達のためにマットや踏み切り板の用意をしながら,手が足がつくと同時につ

いているかを判定し合って練習を行った。開脚前転でなかなか起き上がれない児童に対しては,練

習の回数を多くしたり,手をつくタイミングを声で合図して,教え合って練習している姿も見られ

た。また,「もう少し早く手をついて。」「よくなったよ。」「もうちょっとだね。」と評価をしなが

ら行っていた。しかし,手をつくタイミングがうまくできているかどうか見分けにくいために評価

にこまっている児童の姿が見られた。

(ウ)学習状況をふり返る場

本時の各自の取り組みをふり返ることによって,次のめあてや活動につながるようにした。学習

の仕方や技のできはえは,評価基準をもとに自己評価させた。わかったこと・できたこと・教え合

ったこと・次のめあては,文章の記述によって自己評価させた。学習の仕方や技のできはえは,評

価基準がレベルで示されたことによって自己評価しやすいようであった。A君のわかった・できた

こと,教え合ったこと,次のめあての自己評価の記述は,「足がつくと同時に手をつくといいとい

うことがわかった。」「I君が手をもう少し前へついたらいいよと教えてくれた。」「次は,うまく

まわれるようになりたい。」また,S君は「足をつくと同時に手をついておすと,開脚前転がうま

くできるということがわかった。」「1,2,3という感じで回ればいい」「マット運動は難しいか

らがんはろう。」と記述をしているように自己の取り組みや友達との教え合いのよさへの気づきや

次への取り組みへの意欲がうかがえた。また,これらの記述は,2～3人に発表させることによっ

て,全体への広がりを図った。
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(3)結果と考察

仮説1

学習のめあてを把握する場で,学習のめあてを解決する考えが持てたかどうかを自己評価

をさせたならば,児童は,見通しを持って活動するであろう。

前時の児童の開脚前転を観察すると手をつくタイミングが遅れることによって起き上がれない状

態が見られた。そこで,教師の示範の観察や各自の試行によって手をつくタイミングを足との関係

で気づかせようとした。児童は,手をつくタイミングは,足をつくと同時にあることに気づくこと

ができた。これは,示範の観察や各自の試行によるところが大きいと思われる。手をつくタイこンノ

グの認識は,追求する場での見通しを持った活動の原動力となっていた。

仮説2

学習のめあてを追求する場で評価観点をもとに自己評価をさせたならば,児童は,主体的

な活動を展開するであろう。

学習のめあてを追求する場での評価観点は,「手を足がつくと同時についているか」とした0学

習状況をふり返る場での各グループの抽出児(12名)の学習の仕方やわかった・できたこと,教え

合ったこと,次のめあての自己評価の記述は,次の通りであった。

A.学習のしかた
A B C D E F G H I J K L

レベル 1) めあてを持って取 り組むことがてきなかっ六二。
レべ′レ2 ) めあてを持って取 り績むことがてきナ二。
レベル 3 ) めあての解決の しか子二を考えることがてきた。
レベル 4 ) 友だちと教え合って練習をすることがてきナ二。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
レベル 5 ) めあてのてきはえをふりかえり. 新しいめあてを持つことがてき六二。 ○ ○ ○ ○ (⊃

B.わかった・できた,教え合ったこと,次のめあて
わ　 か　 っ　 ナこ ・ て　 き　 た　 こ　 と 教　　 え　　 合　　 っ　　 ナこ　　 こ　　 と (欠　　　 の　　　 め　　　 あ　　　 て

A
足 がつ くと同 時 に 手 を つ く　とい い と い う こ とが 手 を も う少 し前 へ つ い た ら い い よ. と教 え て く 次 は . うま く回 れ る よ うに な り手二い。

jっカ・つ六二。 れ たこ。

B
足 をつ くと同 時 に 手を つ い て おす と. 開 脚 前 転

が うま くて き る とい う こ とが オっか った 。

1 . 2 . 3 とい うぜ・して 巨i】れ は いい 。 て　 ノ　ト1望動 は 難 しい か らが ん は ろ う。

C
足 を開 くの を お そ す ぎて もいけ な い こ とが 才っか 人f lf rに, も う少 しはや く丁を つ け 子二ノブが い い 今は ま だ成 こ う　して い な い の て. も う

っナ二。 と 教 えて あ げ 子二。 れ いに て きる とい い。

D
し っか り子 を つ く こ と。 勢 い を∵つけ る こ と。 開 脚 前転 はま三い ぶ て きる よ うに な っ7

次 は 側 転 を か ′もは り子二い。

E 足 と 手を 同 時 に つ い て 立つ。 星 を開 く　タ イ　ミ　ン グを 考 え る。 足が 柵 か らな い よ うに 1立 つ。

F 起 き L が って 手 と同時 につ く。 址を 開 く　タ イ　ミ/ グを 考 え る。 んI を開 くの は し・ノつか 。

G 手 のつ く タイ　 ミ/ グが iっか っ た二。 竹 本 さん に , 了の つ く位 際 を 教 書っっ子二。 側 転 カニきち ん とて きる よ うに。

H
ち ゃ ん と開 脚 前 転 が て き. 丁 のつ き ノブ, 足 の聞 ネ机 の 女 !・の 人 手こちか ら, 阿 りノノな どを 教 え て 開 脚 後 転 。

き 方が オっか っ六二。 もら っ た二。

1
手を つ くの は 同時 な の に, なぜ か 後 ろ に な って

しま う。

手 と星 を 同 時 に つ くこ と。 ポ ー ズを と っ子二時 . フ ラ　ノと しな い

J
手 と足 を 同時 に つ く こ と。 掟 をの は して 起 き l

が る。
手 と妃 を 「F-川、亨に つ く。 開 脚 後 転、に ち ょ　う戦 だ。

K
を 開 く タイ　 ミ/ グを 少 しおそ くす る。 トーJ時 に 同 臥盲に 手を つ い て, ・マ　 ノトを お して ゆ っ く　り起 I‖J叫 に 手を つ くこ と を 考 え て, 星 を4

を つ く。 き しが る。 く聞 く。
L 日 まて て きて い た開 脚 前転 が ま たて き六二。 い1れ るけ ど. 丁の つ く タイ　ミ / ブか1度う こ と。 開 脚 が 転 を 完 全 にす る こ と。

学習の仕方は,全員がレベル4以上の友達と教え合って練習ができているとの自己評価であった。

しかし,その中の半分以上の児童が,レベル5のできはえをふりかえり,新しいめあてを持つこと

ができなかったとしている0これは,評価観点が捉「恥

示されることによって評価内容が明確となり,教え

合いが活発になされたのであろう。しかし,教え合

った内容からみると手のつく位置や足を開くタイミ

ングが見られる。これは,手をつくタイミングが瞬

間的で評価しにくいことや児童にとって他に切実な

学習のめあてがあったものと考えられる。

以上のことから,自己を高める評価力を育成する

には,児童の切実な学習のめあての設定やそのでき

はえの簡単な評価の方法を工夫することが必要であ
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ると思われる。わかった・できたこと,教え合ったこと,次のめあての自己評価は,文章によって

詳しく状況を把握することができた。そして,朱書きによって実態に即した指導と評価ができて効

果的であった。また,児童は,自分のわかった・できたこと,教え合ったことをふり返ることによ

って,運動のポイントや自己の伸びやよさを確かめることができた。

仮説3

学習状況のふり返りの場で評価基準をもとに学習の取り組みや技能のできはえを自己評価

させたならば,児童は,新たなめあてや活動につなげていくことができるであろう。

学習のふり返りの場で,表1と表2の評価基準をもとに技能のできはえと学習の仕方の自己評価

を行わせた。開脚前転のできはえ4の達成度は,

1時間目では,14%であったが4時間目で

73%になった。そして,9時間目には,一人

の児童が小さな補助マットを使用した以外は

全員が達成した喜びを味わうことができた。

表3の通りである。

表3　開脚前転のできはえ4の達成度

時間
1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時

間目 問目 間目 間目 間目 間目 間目 間目

% 14 32 64 73 88 91 97 97

小さな補助マットを使ってできた児童は,

「B君に手をもっとからだに近づけることを教えてもらって開脚前転がブロックマットを使ってで

きたd B君にはめられたのでうれしかった。今度側転をやるときは,足をのはしてやりたいです。」

と感想を述べている。この達成感や成就感は,異質グループ内での教え合いによる活動と段階的な

練習によってできたものと思われる。開脚前転を入れた連続技のできはえの達成度は,開脚前転と

同じ様な傾向を示していた。

運動技能のできはえの評価基準の提示は,児童が運動技能の自己評価をする上で効果的であった。
し

特に,できはえのレベルが技能習得の仕方やポイントになっていることによって見通しを持って学

習をすることができた。しかし,評価基準に膝を伸ばした開脚前転をするなど美しい動作の追求の

内容を入れる等の見直しが必要であった。

学習のしかたの自己評価のレベルの平均値の推移は,表4の通りである。

第1時間目は,3.9で,それ以後の時間は

4.1～4.6とあまり大きな変化が見られなかっ　　表4　学習のしかたのレベルの平均値

た。次のめあてが「手と足を同時について勢

いをもっとつけるようにしようと思う。」と

具体的な記述となっている場合は,レベル5

時間
1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時

間目 問目 間目 間目 間目 間目 間目 間目

レベル 3.9 4.1 4.3 4.3 4.3 4.6 4.3 4.6

と自己評価がなされている。「連続技の開脚

前転をもっと上手になるようにしようと思う。」とあまり具体的な記述がされない場合は,レベル

4と自己評価している児童が多く見られる。しかし,次のめあての記載内容とレベルの自己評価に

は,あまり大きな関係を見ることができなかった。

4.まとめ

①　一人一人が学習のめあてを持って取り組み,運動の楽しさや喜びが味わえる自己評価活動を入

れた課題解決的な学習過程は,自己を高める評価力を高めるのに効果的であった。

②　教師の児童の活動に対する肯定的な評価は,児童の評価力を高めるのに効果的であった。

③　評価基準の提示は,自己評価を促すのに効果的であった。

④　学習状況をふり返る場でわかった・できたこと,次のめあてを文章で記述させることは,学習

の成果を明らかにし,次のめあてや活動につなげていくことができた。また,運動のポイントや

自分の伸びやよさを確かめるのに効果的であった。
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